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科 目 名

担 当 者

事前、あるい
は並行して学
ぶべき内容

文献リスト

その他履修に
必要な学習

現代社会における「教育」をめぐる課題に関して、ニュース等のメディアを通し
て情報収集をするとともに、自分自身の問題意識を形成すること。

【予備学習ガイド】

教育学特殊研究

石橋　哲成・吉國　陽一　（オムニバス）

「教育学特殊研究」の授業を履修するために、「教育学」の基礎文献を読み、理
解しておくこと。

①藤田英典　『教育学入門 (子どもと教育) 』、岩波書店、1997年

②村井実　『教育学入門　上下』、講談社、1983年

③中内敏夫　『教育学第一歩』、岩波書店、1988年

④田中・今井　『キーワード　現代の教育学』、東京大学出版会、2009年

⑤プラトン、藤沢令夫訳 『メノン』、岩波書店、1994年

⑥J.ルソー、今野訳『エミール』、岩波書店、1962年

⑦J.デューイ、市村尚久訳 『学校と社会・子どもとカリキュラム』、講談社学術
文庫、 1998年
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開 講 期 １・２年次

『子どもたちの創造力を育む―アート教育の思想と実践』佐藤、今井編、2003東京大学出版会

科 目 名 子どもとアート論

担 当 者 安村　清美・斉木　美紀子（オムニバス・一部共同）

創造的芸術経験のプロセスにおける実践的学びとしての意味②実践・事例報告

授業の概要

　子どもの育ちを見通した時、アートに潜む創造的経験のプロセスに、実践的学びとしての意味
を見出すことができる。人間としての子ども期のアート経験が、その育ちにもたらす意味、特に
保育現場におけるすべての子どものためのアート教育の可能性について、個別のアートの独自性
及びトータルな識見をもてるよう、理論と実践を往還しながら研究する。
　安村担当の講義では、舞踊家と教育現場の関わりと実践を通して、アートとして舞踊がもつ教
育的意味について考察する。また、表現する身体について、身体を通して表現し人と共振するこ
ととは何か、その意味について芸術教育に関わる文献と事例を合わせて探究する。
　斉木担当の講義では、音楽表現の視座から子どもの表現を捉え、表現する主体としての自分に
ついても探求しながら、アート教育についての理解を深めていく。
　その上で、担当者共同による講義では、子どもがアートに出合い経験することの意味につい
て、上記の内容から個々の学生の学びを基にプレゼンテーション及びディスカッションを行う。

授業のねらい
・到達目標

１．幼児期の子どもにとって、アートと出合い経験することがもたらす意味について、実践記録
や研究を通して多様な視点から考察できるようになる。
２．幼児期のアート経験の特徴として、その総合性に着目し、保育者としての総合的なプランニ
ング力、実践力を修得する。

授業の方法・授業計画

 「子どもとアート」について（人間としての子ども期のアート経験の意味）(安村・斉木）

教育現場とアーティストの関わり①―子どもの育ちに関わる意味と可能性について(安村）

教育現場とアーティストの関わり②―共振する身体：子どもの身体表現とコミュニケーション(安村）

表現する身体：保育現場における子どもの身体とアート―実践記録を読む(安村）

表現する身体：表現とプロセス、作品―実践記録、論文を読む(安村）

創造的芸術経験のプロセスにおける実践的学びとしての意味①ディスカッション

評価方法
及び評価基準

授業内での発言（20％）、プレゼンテーション（40%）、レポート（40%）などを基に総合的に判
断する。

子どもの音楽表現の芽生えと学び（斉木）

子どもと音環境（斉木）

子どもとうた（斉木）

子どもと楽器①民族楽器にふれる(斉木）

子どもと楽器②楽器と関わる子ども（斉木）

文化と子ども（斉木）

課題のディスカッション・プレゼンテーション（安村・斉木）

課題のプレゼンテーション、まとめと講評（安村・斉木）

授業に関する
連　絡

参考文献

『音楽を学ぶということ』今川、2016、教育芸術社

本授業では内容に応じ講義形式、演習形式で授業を行う。実践を含む演習では、履修生に実践課
題を課することがある。

『松本千代栄撰集２人間発達と表現』舞踊文化と教育研究の会（編者代表：安村清美）編、2007、明治図書

『保育の中のアート』磯部、福田、2015、小学館

『表現者として育つ』佐伯、藤田、佐藤編、1995、東京大学出版会　　　　　　　　　

事前・事後
学習の内容

事前学習として、自分自身が経験し、また保育現場で出合ったアート教育の課題を考える。さま
ざまなアートに親しみ、関心をもつ。事後学習として、各回の学習内容をまとめ、次回授業の課
題準備につなげる。

履修上の注意 実践を含む授業なので、指示に留意し、実践に適した服装で授業に臨むこと。
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